










科 目 

コード 
12110 

授業 

科目 

社 会 学 
（Sociology） 

担当 

教員 
○山口賢一 

開講年次 
2 年次  
前期 

単位数 2 単位 
科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選  択 時間数 30 時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 

社会学の基礎理論をふまえ、個人と社会、集団、地域社会、社会文化等についての
理解を深め、情報化社会、少子高齢化社会、グローバリゼーション等についての問
題を取り上げ、事象の多面的な捉え方について学修する。 

到達目標 
1．社会学の基礎概念およびテーマを理解する  
2．社会学的想像力を用いて授業テーマについて考察できるようになる 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学
習（学習課

題） 
担当者名 授業形態 

第 1回 
 
 

第 2 回 
 

第 3 回 
 

第 4 回 
 

第 5 回 
 

第 6 回 
 

第 7 回 
 

第 8 回 
 

第 9 回 
 

第 10 回 
 

第 11 回 
 

第 12 回 
 

第 13 回 
 

第 14 回 
 

第 15 回 
 

第 16 回 

授業概要説明 社会学とは何か／社会学的想像
力とは何か 
 
意味と相互主観性 
 
アイデンティティ・スティグマ 
 
正常と異常 
 
社会構築主義 
 
ジェンダー 
 
規範と制度 
 
コミュニケーションの自己準拠 
 
社会の中の権力 
 
不平等と正義 
 
共同体 
 
国家と市民社会 
 
移民と国民国家 
 
グローバル化と公共圏 
 
総括／社会学的想像力の使い方を考える 
 
期末試験 

テキスト 
pp.114,186, 
275, 276 
テキスト  
pp.3-20 
 
テキスト 
pp.21-50 
テキスト 
pp.51-66 
テキスト 
pp.81-98 
テキスト 
pp.101-116 
テキスト 
pp.117-134 
テキスト 
pp.135-152 
テキスト 
pp.153-170 
テキスト 
pp.171-189 
テキスト 
pp.193-210 
テキスト 
pp.211-226 
テキスト 
pp.227-242 
テキスト 
pp.243-260 
テキスト 
pp.261-277 

山口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト 
友枝敏雄・竹沢尚一郎・正村俊之・坂本佳鶴惠著. （2019）. 社会学のエッセンス－
世の中 のしくみを見ぬく－. 有斐閣アルマ 



参考文献 講義中に適宜指示する。 

他科目との 
関連 

授業科目全般 

成績評価 
の方法 

定期試験（40％）、プレゼンテーション（40%）、積極的参加度（20％） 

学習相談・ 

学習体制 
オフィスアワーは毎週木曜日、13:30~14:30、科目責任者の研究室にて対応します 

学習指導法の
工夫 

討論型授業 

授業改善の特
記事項 

グループワークなど、学生が討論できる機会を増やす 

備 考 

学生は積極的にグループワークに参加し、発言することが期待される。コロナウィル
ス感染 拡大の影響で対面授業が実施できない場合は、遠隔教材に沿った学習方法を
別途指示し、成績評価の方法についても周知する。 

 
 























科 目 

コード 
14143 

授業 

科目 

英 語 Ⅲ 

（English Ⅲ) 

担当 

教員 

○山城綾子 

 山口賢一 

開講年次 2年次 前期 単位数 2単位 科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
読む、書くことを中心に英語を学習する。一般英文記事を読み、英文を正確に、かつ効果的

に理解し、自分の意見を英語の文章で論説的に表現することを学修する。 

到達目標 

1．英文を読み、書くのに必要な基礎的語彙力を習得できる。 

2．英文を読み、書くのに必要な基本的文法を理解し使うことができる。 

3．様々な場面やトピックに合わせて英語で記述できる。 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第 1回 

第 2回 

第 3回 
 

第 4 回 
 

第 5 回 
 

第 6 回 
 

第 7 回 
 

第 8 回 
 

第 9 回 
 

第 10 回 
 

第 11 回 
 

第 12 回 
 

第 13 回 
 

第 14 回 
 

第 15 回 

Introduction + Lesson 1: Reading, Listening,  
and Reference 
Writing 1 
Lesson 2: Reading, Listening, and Reference 
Writing 2 
Lesson 3: Reading, Listening, and Reference 
Writing 3 
Lesson 4: Reading, Listening, and Reference 
Writing 4 
Lesson 5: Reading, Listening, and Reference 
Writing 5 
Lesson 6: Reading, Listening, and Reference 
Writing 6 
Lesson 7: Reading, Listening, and Reference 
Writing 7 
Lesson 8: Reading, Listening, and Reference 
Writing 8 
Lesson 9: Reading, Listening, and Reference 
Writing 9 
Lesson 10: Reading, Listening, and Reference 
Writing 10 
Lesson 11: Reading, Listening, and Reference 
Writing 11 
Lesson 12: Reading, Listening, and Reference 
Writing 12 
Lesson 13: Reading, Listening, and Reference 
Writing 13 
Lesson 14: Reading, Listening, and Reference 
Writing 14 
Lesson 15: Reading, Listening, and Reference 
Writing 15 

Lesson 1 
 
 

Lesson 2 
 

Lesson 3  
 

Lesson 4 
 

Lesson 5 
 

Lesson 6 
 

Lesson 7 
 

Lesson 8 
 

Lesson 9 
 

Lesson 10 
 

Lesson 11 
 

Lesson 12 
 

Lesson 13 
 

Lesson 14 
 

Lesson 15 
 

山城，山口 
 
 

 

講 義 
 

テキスト  1．e-Learning: Academic English Course (2022) 

参考文献 
 Krashen, S. D., Lee, S.-Y., & Lao, C. Y. (2018). Comprehensible and compelling: The causes and effects of free 

voluntary reading. California: Libraries Unlimited. 

他科目との
関連 

英語Ⅰ、英語Ⅱで培った語彙・文法を生かし、Reading と Writing のスキル強化を図り、 
英語Ⅳへの導入とする。 

成績評価 

の方法 
e-Learning (70%) Writing (30%) 



学習相談・ 

学習体制 
オフィスアワーは毎回の授業後教室にて対応します。 

学習指導法
の工夫 

e-Learningによる個別進捗管理 

授業改善の
特記事項 

学習内容を確認するQuick Testを毎回行う。 

備 考 ハワイ研修セミナー参加及び課題提出により英語Ⅲ（2単位）の認定を行う。 

 



科 目 

コード 
14144 

授業 

科目 

英 語 IV 
（English IV) 

担当 

教員 
○山口賢一 

開講年次 2 年次 後期 単位数 2 単位 
科目 

分類 
教養科目 

授業 

形態 
講 義 

選択必修 選 択 時間数 30 時間 

履
修
条
件 

前提科目  なし 

その他  なし 

授業概要 
英語で書かれた国内外の文献を読み、構造や理論展開を理解することで、より高度な読解

力を養い、またアカデミック・ライティングについても学修する。 

到達目標 

1．リーディングの基本テクニック（スキャニング・スキミング）を学ぶ 

2．批判的思考を用いて英文を読み、自分の意見を表現できるようになる 

3．英作文の構成を理解し、効率的なリーディングができるようになる 

4．フォーマルな英作文の基本を習得する 

授業回数 授 業 内 容 及 び 計 画 
事前・事後学習
（学習課題） 

担当者名 授業形態 

第 1回 
 

第 2 回 
 

第 3 回 
 

第 4 回 
 

第 5 回 
 

第 6 回 
 

第 7 回 
 

第 8 回 
 
 

第 9 回 
第 10 回 
第 11 回 
第 12 回 
第 13 回 
第 14 回 
第 15 回 

リーディングの基本テクニック（スキミングとス
キャニング）アカデミック・ライティングの特徴 
スキミング（１） 
英作文の構成 
スキミング（２） 
ライティングエクササイズ（１） 
スキミング（３） 
ライティングエクササイズ（２） 
スキミング（４） 
ライティングエクササイズ（３） 
スキミング（５） 
ライティングエクササイズ（４） 
スキミング（６） 
ライティングエクササイズ（５） 
スキャニング 
プレゼンテーションの構成 
エッセイの構成 
ライティングエクササイズ（６） 
ライティングエクササイズ（７） 
ライティングエクササイズ（８） 
プレゼンテーション（１） 
プレゼンテーション（２） 
プレゼンテーション（３） 
リーディングテクニックのおさらい／アカデミッ
ク・ライティングのおさらい 

学生が選ぶ英
文記事（A4、1
頁以上のアカ
デミックなも
のを各自で検
索）＋授業ス
ライド＋グル
ープワーク課
題の添削結果 

山 口 演習 

テキスト なし 

参考文献 授業中に適宜指示する 

他科目との
関連 

専門関連科目の知識も用いながら英語で書かれた英文記事（学術論文）を読み、英語 I～
III で学んだ語彙・文法を活用して英語のリーディング・ライティングを実践する。 

成績評価 
の方法 

期末レポート（４０％）、グループワーク課題（４０％）、積極的参加度（２０％） 



学習相談・ 
学習体制 

オフィスアワーは毎授業後、科目責任者の研究室にて対応します 

学習指導法
の工夫 

対話型授業 

授業改善の
特記事項 

グループワークなど、学生が討論できる機会を増やす 

備 考 
学生は積極的にグループワークに参加し、発言することが期待される。コロナウィルス
感染拡大の影響で対面授業が実施できない場合は、遠隔教材に沿った学習方法を別途指
示し、成績評価の方法についても周知する。 

 


















